
背戸川排水路水質浄化対策事業



環境白書H3年(1991年）10月22日より抜粋



ア全体 68ha
今回対象地域 44ha

イ流域世帯数 約2,000戸
流域対象世帯数 約1,400戸

ウ流域人口 2,000戸×３＝6,000人
1,400戸×３＝4,200人

エ流水量 一日平均水道使用量 460ℓ／人
460ℓ×4,200人＝1,932ｍ３
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水温とDOの関係

水温が上がると、DOが下がることがこのグラフからよみとれる。
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DOとBODの関係

DOが上がると、BODが下がることがわかる。
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BODと酸化還元電位の関係

酸化還元電位（ORP)が上がると、BODが下がることがわかる。



◆ DO
■ 酸化還元電位
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DOと酸化還元電位の関係

DOが下がると、酸化還元電位（ORP)も下がることがわかる。



0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

秋津口 背戸川切戸橋 ゲート下流 第一ポンプ場

設置前

設置後

秋津口 背戸川

切戸橋

ゲート下
流

第一ポンプ
場

平均値 221.2 165.5 124.0 57.6

中央値 160.0 98.0 49.0 35.5

最大値 1000.0 560.0 560.0 340.0

最小値 10.0 7.9 9.6 6.3

標本数 22 22 22 22

秋津口 背戸川

切戸橋

ゲート下
流

第一ポンプ
場

平均値 154.4 124.5 71.5 26.5

中央値 120.0 65.0 27.0 20.0

最大値 370.0 390.0 300.0 97.0

最小値 42.0 33.0 12.0 9.0

標本数 11 11 11 11

設 置 後設 置 前

BOD中央値



ＤＯの数値

酸素溶解装置 設置後

酸素溶解装置 設置前

1.0以下

1.0～2.5

2.5～3.0

3.0～3.5

3.5以上
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